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て
致
慮
外
・
御
打
郷
被
成
候
国
円
、
御
尤
に
存
件、。

則
共
者
は
暇
遣
し

候

m・
共
御
心
糾
可
被
成
と
也
。
昨
日
途
中
に
て
胤
外
者
有
之
氏
付

致
打
郷
候
庭
、
共
方
御
家
来
の
旨
。

依
之
御
扶
持
被
放
映
よ
し
得
共

意
候
国
u
返
答
す
。
共
後
程
を
経
て
山
城
御
本
陣
夜
結
民
、
宿
へ
近
く

飾
る
時
停
・
同
銃
二
三
人
も
草
間
以
取
}
人
宛
に

τ同
道
し
・
山
披
は

小

m
E捌
へ

・北
ハ
外
は
治
宿
近
く
立
別
れ
ね
。
然
借
地
山
被
が
後
よ
り
何

者
と
も
な
く
一
刀
き
る
。
右
の
局
よ
り
筋
越
に
み
つ
が
ら
み
の
縫
迄
、

切
先
は
ぐ
れ
に
切
り
ぬ。
山
披
抜
合
せ
、我
も
数
タ
所
手
負
.
彼
者
に

も
数
ク
所
手
負
せ
た
り
。

山
城
は
深
手
に
付
倒
れ
ぬ
。
そ
れ
を
見

τ

死
た
る
と
忠
ひ
立
退
く
。

山
城
い
ま
だ
死
在
ね
ぞ
卑
怯
者
め
、
と
ピ

め
を
指
せ
よ
と
呼
ぴ
ぬ
。

心
得
た
り
と
立
飾
る
所
主
‘
起
桜
花
械
に

都
ふ
。
彼
者
の
雨
股
切
て
落
し
ぬ
。
倒
る
L
時
抑
懸
て
と
い
る
め
を
指

し
ぬ
。
草
原
取
は
境
雌
よ
と
告
げ
に
往
く
。
各
駈
寄
り
見
れ
ば
移
敷

成
也
。

中
々
本
復
は
思
ひ
も
よ
ら
ね
休
な
れ
共
、元
然
正
放
に
付
て
、

療
治
主
加
へ
け
れ
ば
訟
な
く
本
復
す
。
山
川
前
公
益
だ
御
茶
没
、共
時
五

千
石
御
加
増
に
て
.
先
知
北
ハ
陀
七
千
五
百
石
K
成
る
。
後
K
聞
は
紐

村
若
総
打
郷
の
脱
J
二
郎
四
郎
へ
巾
け
る
は
、今
日
不
胞
の
仕
合
に
て

横
山
山
披
に
打
郷
せ
ら
れ
、閉
山
は
成
不
巾
候
。
御
暇
可
被
下
候一
Z
ム
。

可
現
小
祝
程
十
七

一
段
克
也
と
て
刀
を
と
ら
せ
け
る
と
也
。

一
、
山
崎
関
知
.
上
坂
又
兵
衛
を
宏
む

尚
弁
畷
の
時
.
端
能
公
三
堂
山
よ
り
本
郷
村
の
よ
の
山

へ
御
駅
付
被

成
、
侍
大
将
列
居
の
所
に
て
‘
相
叫
も
各
は
膝
抜
共
哉
。
松
任
に
て
の

談
合
は
是
也
。
あ
は
れ
小
松
よ
り
出
よ
、
出
た
ら
ば
共
敵
を
引
刊
附

入
に
す
べ
し
と
か
た
く
巾
合
た
る
は
.
各
失
念
か
と
御
怒
也
。
問
符

見
角
の
御
附
な
し
。
共
時
上
坂
又
兵
術
進
出
で
.
さ
れ
ば
と
そ
巾
さ

ぬ
か
、我
等
附
可
申
と
巾
た
る
に
と
云
。

山
崎
関
脇
川
叉
兵
衛
に
向
ひ
.

其
方
は
乎
筒
山
の
都
を
忘
れ
た
る
か
。
共
方
注
ど
何
を
知
て
と
巾
け

れ
ば
又
兵
術
無
答
。
乎
筒
山
の
都
開
度
と
一
耳
。

て

北
川
久
兵
衛
・不
破
加
兵
衛
の
働

大
坂
夏
陣
K
M時
金
泉
州
の
手

へ
北
川
久
兵
術

不
破
加
兵
街
雨
使
被

逃
候
。
泉
州
先
手

一
戦
始
る
。
閑
人
と
も
働
て
手
負
て
首

E
捕
、
山部

州
へ
披
銘
し
初
此
方
へ
持
参
し
ぬ
。

什背
後
一
泉
州
被
中
候
は
、
前
人
共

掠
L
K

見
事
成
仰
山出
。
但
首
を
税
等
方
に
世
た
ら
ば
、
我
肱
即
時
廿
欣
t
t
脇町

肥
前
殴
へ
可
訟
。
然
ら
ば
爾
椋
子
可
{
且
。
首
を
取
て
行
た
る
は
若
然

故
也
と
被
巾
候
。

一
、
微
妙
公
、
井
伊
侠
へ
成
宮

七

，-
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